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研究成果の概要： 

９つの社会生活指標が日本人の自殺に与えた影響を重回帰分析で解析をおこなった。失業が男

女共に自殺に有意な影響を与えた。女子の労働への参加が男子の自殺に正の関連を示した。年齢

別の解析では、失業は若年、中年、高年の男子の自殺と若年の女子の自殺に有意な関連を示した。

女子の労働への参加は若年と高年の男子と若年の女子とに有意な関連を示した。離婚は中年と高

年の男子と若年の男女に有意な関連を示した。人口密度は中年男子と若年女子に有意な関連を示

した。 
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１．研究開始当初の背景 

自殺行動には自殺死亡と自殺未遂があり、自

殺死亡者の動向については近年とみに関心が

持たれ自殺予防対策への取り組みが進みつつ

ある。しかし、自殺未遂についてはその数が

自殺死亡よりも多いと推測されているにもか

かわらず、その実態把握は必ずしも十分には

行われていない。本研究では、このような観
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点から自殺未遂と自殺死亡からなる自殺行動

の実態把握に基づき、自殺の疫学的・社会的

要因等を明らかにするためのデータ・ベース

を構築し、その解析に基づいて自殺予防策に

資する基礎的エビデンスを提供する。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、自殺行動の疫学的・社会

的要因調査とこれに基づく統計解析等の分

析を合わせて実施することにより、自殺を企

図する精神分析学的・社会心理的・社会経済

的要因をこれまで以上に詳しく示すことを

通じて、自殺予防策に新たな選択肢と手段を

導くためのエビデンスを提供することであ

る。 

 

 

３．研究の方法 

（１）９つの社会生活指標が日本人の自殺に

与えた影響を重回帰分析で解析をおこなった。 

（２）日本の神道の歴史と特徴を概観し、神

道と自殺予防との関係についてヒアリング

調査と文献研究および事例研究を行った。 

 

 

４．研究成果 

（１）失業が男女共に自殺に有意な影響を与

えた。女子の労働への参加が男子の自殺に正

の関連を示した。年齢別の解析では、失業は

若年、中年、高年の男子の自殺と若年の女子

の自殺に有意な関連を示した。女子の労働へ

の参加は若年と高年の男子と若年の女子とに

有意な関連を示した。離婚は中年と高年の男

子と若年の男女に有意な関連を示した。人口

密度は中年男子と若年女子に有意な関連を示

した。 

（２）自殺予防の国際比較研究においては、

各国の文化的背景を知る必要がある。文化的

背景には家族の助け合いの意識に係わるもの

伝統文化も含まれ、これには宗教文化も影響

する。この点で、我が国の神道は、仏教やキ

リスト教、イスラム教のような他の宗教と比

較すると、戒律も聖典も存在しないにもかか

わらず、多くの日本人の心の拠り所として影

響を及ぼしている宗教的文化という特徴を持

っている。神道に戒律や聖典がない理由は、

神道が、古来、自然の恵みに感謝し、その土

地で暮らす人々の共同体（例えば村や国）の

由来一つ一つに関わる複数の神を祀ることか

ら始まったからである。神道では、宗教的文

化である一方、人々が訪れ、信仰する気持ち

を表す場所として機能してきた全国各地にあ

る神社がネットワークを形成することにより、

宗教的組織も有する特徴を持っている。 

 神道には、神社の行事に象徴されるような

宗教的文化と人々の心を律する規範はあるが、

戒律も聖典もないため、戦前の国家神道の一

時期を除いて、神道による教化は行われたこ

とがない。むしろ、仏教伝来以降、神仏混淆

に見られるような仏教との共存、儒教思想の

取入れなどが起こった。戦後は、日本国憲法

による信教の自由のもとで、神道は、各地に

ある神社が全国組織である神社本庁のもとで

緩やかな繋がりを保ちながら、仏教、キリス

ト教、イスラム教等の他宗教と共存して、多

くの日本人の心の支えとなっている。 

 現在、日本では、正月三日間で 300 万人が

参拝する明治神宮から地域の小さな社まで

神社は日本の津津浦々に存在し、その数は約

8 万社にのぼる。神仏混淆があるため、この

ような神社に参拝する人々と宗教法人とし

ての教派神道に所属する人々と、その他の宗

教の信者数とを合わせた総数に占める、神道

系、仏教系、キリスト教系の割合はそれぞれ

50.3％、44％、1％と推定されている。この

ように、神道の影響を受けている日本人の割

合は多いが、神道は宗教的文化であり、人々

が信仰心を表して年中行事などに参加する



 

 

ため集まる神社は、教化機能を必ずしも果た

すものではない。その結果、現状では、自殺

予防について、神道に基づく組織的な対応が

あるわけではない。しかし、神道の規範には、

人の命を大切にすることが含まれており、こ

れが宗教的文化としての神社の祭りや年中

行事や参拝の機会を通じて自殺予防のため

に組織的に活用されていく可能性は大きい。 

 このような観点から、平成１８年度は、日

本の神道の歴史と特徴を概観し、神道におけ

る人の命の大切さの根拠を述べて、神道と自

殺予防との関係について文献研究を行った。 

（３）神道の起源と歴史的展開を文献研究

することにより、一方で、神道の命の捉え方

は自殺予防につながるものであることが確か

められ、他方で、戦前の国家神道を反省した

戦後の民主憲法の下での政教分離により、神

社の神官（禰宜など）が政府の補助金の入っ

ている学校教育や地域の社会教育施設などで、

祖先を敬うことから自らの命を大切にするこ

とを軸とした自殺予防の普及に直接関与する

ことは難しい側面もあることが明らかになっ

た。 

 それでもなお、現在、宗教的色彩を除いて、

学術的な研究交流や意見交換という形で、自

然崇拝に基づく環境問題へ神社組織が取り組

むことが始まっている。すなわち、非政治的

でボランタリーな神社の取り組みの中で、自

殺予防につながる神社の重要な活動が各地で

始まっている。高齢者が孤立感を感じ、役割

意識を失うことにより、自殺を引き起こす場

合があることが知られているが、このような

高齢者の自殺予防に、神社は高齢者の集まる

場所になっていることで寄与している。例え

ば、神社の年中行事で、地域の高齢者が他の

年齢層の人々と協力して行事を遂行すること、

地域の介護ケアと連携して高齢者の外出を増

やして生き甲斐を与える機会をより多く提供

するために、境内にある会館・集会所に高齢

者に集まってもらい交流する機会を設けるこ

となどである。このような交流の機会は、高

齢者の孤立化を防ぎ、見守りや聞き取りの機

会にも活用することを通じて、自殺予防にま

すます寄与することが期待できる。 

 勤労者・若年者の自殺予防には、自殺を引

き起こす要因を神道の生活規範に基づいて是

正していくことが期待される。例えば神道に

ある「大御心をいただきてむつび和らぎ」な

どの生活規範を尊ぶことができれば、職場の

パワーハラスメントは許されないことが理解

され、職場における人間関係の融和を通じて

自殺予防が進むと考えられる。また、この規

範を尊重すれば、学校教育でも、いじめを原

因とする自殺予防も進むことが期待される。 

 以上のように、宗教文化としての神道の歴

史的展開と、そこで培われた生活規範と自殺

予防との関係を探ることによって、日本の神

道は、戒律や聖典がないため、命を大切にす

ることを教化を通じて人々に伝える点で他の

宗教よりも影響力が弱いかもしれない。しか

し、教化や政策を通じることがなくても、文

献研究ならびに事例研究と考察によって、神

道の生活規範と神道の神々を祀る神社の地域

での活動には、自殺予防に大きく貢献する可

能性があることが、明らかになった。 
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